
小野市の蝶を語る

山 本 広

従前加東郡南部五ケ町村といわれた小野、市場、来| 災に多くの文献が失われた後となり、なかなかに蒐め
住、河合、大部の地に下東条村と福田村の一部とを併| ることが出来ない。そのため宮嶋博士の日本蝶類図説
せて新しく発足した小野市は東播地方のほぼ中央にあ| や松村博士の日本千虫図解などは思いもよらず、岡崎
る。市の西域をたてにつらぬく加古川は東条JIIC支流) I常次郎氏の通常蝶類図説や山川憲民の蝶図譜〈初版〉
の水を集めて南に流れ、その西側につづく青野原の合| などが主な手引役をつとめてくれていた。
地と東部の山地〈標高百三四十米前後〉とを除けばす| 最初の頃の採集はやはり身近な来住や河合、市場な
べてが古く開けた水田であり、畑地である。植物相も| どの加古川沿いの場所が中心となり、蝶も個体、種類
至極単純で、マツを主とする針葉樹林が多く、それら i ともに現在よりは多かったと記撞している。堤のヤナ
と混って所々にカν、コナラ、クヌギなどの雑木林が l ギやムクのオくにはゴマダラチョウやコムラサキがいた
見られる。従って昆虫についても取りたてていうほど| し、笹蔭にはゴイννジミの委も珍しくはなかった。
のものはなく、蝶もほとんどが各地に共通な普通種ば| ヒオド乙/ チヨクやクラゴマダラνジミもいたし、庭の
かりである。 Iコスモスにはヒメアカタテハが訪れた。それが競少し
筆者がこの地方の昆虫に興味をいだいて、蝶を集め| たととはやはり環境の変化に因るものと考える。その
初めてからすでに30余年になる。その間暇をもとめて| 第ーは数次にわたる加古川の護岸工事である。もちろ
各所を歩き採集を行ってきた。 Iんこれだけが小野市全域の蝶に変化を及ぼしたとはい
もっとも昆虫採集なんでいうことはその噴の田舎に| えないし、思ってもおらない。そこがいつも筆者の行

あって余程めずらしかったにちがいない。人達から不| きつけた場所であり、とくに各種の蝶が集まりやすい
思議そうにミ何にするのかミとかと伺の薬になるの I : 雑木林や荒地が多かったというまでであろうが、筆者
かミと聞かれたり、ときにはミいくらくらいで売れま! にはやはりそうした感じがする。つぎは広範囲にわた
すかミなどずい分うがった質問も受けた。採集器具も; って行われた大戦中の有閑地の開拓である、今まで捨
現在のように普及されておらず、入手することも容易! てられであった草地や薮が芋畑となり、山膚が剥がれ
ではなかったから必要なものはすべて手製によって間 iて山畑と変った。山林の一部は焼野となり、さらにマ
に合わせた。それにつけても忘れられない苦々しい失! ツケムジによって丸裸となってしまった。また最近各
敗がある。ある日小学校の理科室を整理していると採 l 所に使用されるホリドーノレの撒布も田畑近くに生活す
集網の金具とおぼしい品物が出てきた。少しは変だと iる種類にたいしては大きな恐怖となっていることと思
気付いたが、とにかくそれを雛型に真議製の上物を犠 i ぅ。
人に作らせた。しかし出来上った品物には無融穴があ i とにかく蝶は少くなった。コスモスの花園にヒメア
ったり、簡単に網枠が竿に固定されそうにも見えな! ヵタテハを追った楽しきも、コムラサキをもとめて肇
い。いろいろ苦心のすえ、やっと五尺柄一一これもケ| じたヤナギにムカデをおさえた驚きも、やがては昔の
ヤキで指物職の手をわずらわして作ったーーに取りつ
けたが、網は折りたたむことも、取りはずすことも出
来ない。網をひろげたまま金剛杖のようなかっこう
で、どこへでも持ちまわった。後になって金具の正体
は判ったが、そのときには余りの骨稽さに苦笑せずに
はおれなかった。というのは金具は捕虫網用にはちが
いなかったが、それはすでに誰かが枠の押え金を失っ
て使用できなくなり、捨てていた片輪者だったからで
ある。
種名の同定についてもずい分と苦労した。もともと

筆者の関心は野鳥の生態にあったから、当時の安給料
のほとんどがその方面の書籍の購入に費されており、
いよいよ昆虫書に手を着けようとしたときは関東大震

語り草となることであろう。
1926年の頃だったと思う。加東郡河合小学校で学校

経営の綜合発表会が催され、郡内の先生方が一堂に会
したことがある。その時筆者はすすめられるままに当
時採集していた郡内の蝶類標本を麗示し、 ミ蝶のしお
りミと題するパンフレヅトを出して、加東郡事長類目録
を公表した。それにはたしか5 2 - 3種の蝶を説明して
いたと記憶するが、この他にも種名の同定し得ない 2
- 3の種類があったから、当時すでに5 5 - 6種が採集
されていたはずである。爾来接星霜、パシブレツトも
散逸し、さらに幾種類かを追加せねばならなくなった
ので、あらためて新目録を作りたいと願っていた。折
しもキマダラノレリヅパメやクロツバメ乙/ ジミの発見f Ji
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あり、これを機会に既知の全種類を掲げて、すぎとし
昔の思いでをつづろうと思う。

1  PAPILIONIDAE 7ゲハチョウ科
1. Luehdorfia japonica LEECH ギプチヨク
岐阜チョウの名に迷わされてかつては肢阜にまで出
かけた筆者が意外にもこれを滝野町五峯山に見出した
のは1侶 8年のことである〈兵庫生物 VoI. 1， No. 5 参
照〉。 その後小野小学校の校庭からも見つけられた
(1934年〉が、ここは人里近い町外れ、南と西に松と雑
木をめぐらせた一柳藩の域社とはいえ、当時このよう
な所で得ょうとは想像もしていなかった。ついで来住
地域の鍬漢神社付近にも相当発生することを確め
(1945年〉、市場小学校庭の葉畑でも採集した( l 叫8
年〉。小田地方の山でも目撃したしく沼田年〉、大部地
区の総坂付近にそれらしい菱を見かけたとの話もあ
る。市の南東につづく三木市〈三木町〉には故山田舜
亮君が1934年に採集した記録があり、筆者も市の南西
にあたる志方町域山の地や、加東郡下の各地に確認し
ているのでこの地方としては決して珍らしいものでは
ない。しかし各地とも個体数は少ししかも年毎に獄

fig. 1  

少の傾向にある。ことに来住地区の発生地が遊山者の
不注意から失火し、マックイム乙ノの被害によって著し
く山容の変ったことは惜しい思いがする。
蝶の消長はその食草となるキシキカシアオイの盛衰
と関係し、終令期の幼虫がもっ旺盛な企懲を充たせる
にはよほどの食糧源が必要である。そのため蝶の発生
がおのずと制約されるにちがいない。
蝶の出現は春早く、中には4 月30日に採集した例

〈まず完全な峰、滝野町産〉もあるが、 4 月12......3 日の
噴が最盛期となっている。

2. Byasa alcinous K L U G  ジャコクアグハ
グミの花をたずね、周あたりの強くない笹かげや麦

聞の畝聞をぬってとぶ春型や、朝露の乾ききらない更
の川堤や挨にまみれた路傍の茂みをくぐる夏型、それ
は他のアグハとちがった援慢な来期ぷりである。麹の
繊弱なためであろうが、それにしてもせまくるしい潅
木の間を漫歩するのが好きらしい。尾状興起の嬰寓が
多いのはそのためであろう。以前は川原の至る所にヲ
ノレ乙/ やカワラグミのしげみがあり、いつも蝶はその辺
に見られたので、筆者は幼い頃ワノレジでも食草とする
のかと疑ったほどである。
蝶は年により、また春夏の季節によって発生の個体
教に著しい相異がある。その原因については知らない
が、幼虫の食草であるクマノスズクサが田舎路や川堤
に多い関係から放飼の牛の飼料となり、他の雑草とと
もにかいばにされる場合が多〈、ときには卵や幼虫が
食草とともに消え長ることも少くはなかろう。また最
近急にはびこったヨウジユヤマゴボウのように好んで
蝶の集る花があり、そうした花のあるなしが観察者に
とって蝶の多少を決定する上に大きな要素となる場合
もあると思う。
3. Graphium sarpedon nipponum FRUH8TORFER 

アオスジアグハ
クス樹の付近をとびかう菱は他のアグハとちがった

雅かな風情がある。以前にはよくネギ坊主やクローパ
の園に来るのを追っかけて畑荒しのおとがめをも頂戴
した。ウツギの花に来るものやへクソカズラやニシド
ワの花につくものが多く、崖際の湿りに集るものも少
くない。決して珍らしい仲間ではないが、こきぎみに

( 麹をふー……ーを
捕えることはなかなかに難しい。クスの若葉に産卵
し、そこで成長するので、大国のあとなどには幼虫が
小枝とともに落されていることがある。筆者は拾って
飼育したこともあり、折角育てた幼虫を難に啄まれて
失望したこともある。
4. Papilio xuthus LINNE アグノ、チョワ
5. Papilio machaon hip伊 crates FELDER et 

FELDER キアグハ
本種はアグハにくらべてはるかに少い。その春型を

採るために筆者は見通しのきく山頂によく登ったもの
である。そこには大てい一つや二つの推がいて、新た
に現われる仲間に対して挑戦する。独占性というのか
〈こうした習性は他の種類にも見られるものがある o )  

その争を利用して漁夫の利を占めるのも面白い。また
溝際のセリやニシジン畑にもやってくる。しかしこの
辺で最も多く見かけるのは 6月頃の川の堤防である。
やはりハナクド、ミツパ、ヤブジラミなどのカラカナ
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パナ科植物が多いためであろう。 I たしか市場小学校の標本中にあったと思うが、筆者
6. Papilio protenor demetrius CRAMER クロアグハ| はいまだ市内において採集していない。北東部のは地
アグハナヨク科中アグハについで普通な種類で、後| を探すとあるいは見つかるのかもしれないが、とにか

の 2種と同様明らかな蝶道をつくっている。蝶道は薮| く非常に珍しいものにちがいない。
のはざまや漢流沿いの谷間などに見られ、蝶はかなり I 2. Papilio helenus nicconicolens BUTLER 
の正確さをもって往来する。幼虫はヘンノレーダ科の植| モシキアグハ
物を食べる。かつて筆者が庭に植えていたネープノレは| 大部地区にこの蝶を見うけたという話もあるがもち
毎年いくつもの幼虫を育てたし、真紅なサツキはたえ| ろん確実ではない。しかしいる可能性はある。この付
ず成虫に蜜を提供してその集会所となっていた。この| 近での筆者の目撃記録は印南郡域山が最初である。そ
辺のカラタチに見かける幼虫はほとんどがアグハであ| の後加古川市内でも数回目撃され、採集もされてい

はあ‘IrJ 噂遭
;1せ{-iprl1軍..，s町神

"fl..勿樹判長屯'怪童相l1>..i
fig. 2. 

る。
1  P I E R I D A E  シロチョウ科

1. Colias erate poliographus M 凹田町田町
モシキチヨク

2. Eurema hecabe mandarina D E  L'ORZA キチヨヲ
3. Eurema laeta bethesba JAN回 N

ツマグロキチヨク
4. Pieris rapae crucivora BoISDUVAL 

モシiノロチヨク
どこにでも見られる普通の種であるが、その斑紋変

化は興味あるものである。麹表の黒紋はもちろん麹頂
吉sの黒斑までほとんど失った春型があれば、反たいに
黒斑が発達して外縁の半ば以上に達した夏型もある。

って本種であることは珍らしい。ととろが以前県立小| そしてときには前麹の二つの黒紋がさらにその聞に現
野中学校〈現在の小野高校〉の東側にカラタチの長い垣| われた黒斑によって連絡しそうになったのもある。
根があり、いくつもの成虫の委が見られた〈春型〉。そ I 5. Pieris melete M 白主TRIEs スジグロチヨヲ
こで羽化したのか、それとも蜜をもとめていたのか、 |  珍らしい種類守、筆者が南部の来住地区での経験は
それとも産卵のためだったのか。雌もいたし、雄もい| 採集 1 回、目撃 1 回の 2 度にすぎない。
た。当時筆者にとって絶好のアグハ採集場だったので I 6. Anthocaris scolymus BUTLER ツマキチヨヲ
ある。その垣根は校舎の改築によってすっかり掘りと| 最近の農薬によって大きく被害をうける仲間の一つ
られ、今は面影さえもない。ちなみに第2 図は筆者が| であろう。山がかった田圃付近に多く、下東条地区の
利用した小野小学校付近の蝶道追憶の図である。! 万勝寺や小田地方に少くない。かつてある年の夕方河
7. Papilio bianor dehaanii FELDER et FELDER 合地区のソラマメ畑にモシνロチョワを探しにスつ

カラスアグハ| て、この蝶を見つけ、つぎつぎと追いだして10匹余り
本種はまれにみるなかまである。かつて捕虫網の緑| も得たことがある。ソラマメがこの蝶のねぐらとなっ

色がアグハの採集効果の上に関係のあるらしい話をよ| ていたのである。
んで、早速験してみたことがある。しかし、それらし 1 D A N A I D A E  マタラチョウ科
い効めの現われないままに頼りない言葉と思ってい I 1. Caduga tytia niphonica M ∞RE アサギマダラ
た。ところが先年雪彦山に登ってカラスアグハの雄が| 山地に多いこの蝶を市内に見たのは僅かに 2回であ
青味の強い繰色の服をまとった婦人〈立ち止って人と| る。第 1 回は1926年の秋だったと思う。河合小学校の
話し中だった〉の裾にまぶれっき、あたかも何かにつ| 校庭でテニスをしていると、どこからともなく 1疋の
かれたかのような状態にあるのを見て興味深く観察し| 蝶が現われた。早速ラケットをもって追いかけ、失敗
た。蝶にもやはり魅惑される色があり、少くともカラ| はしたが一撃与えただけの効めはあって、蝶はまい昇
スアグハに関する限り、青縁色の網が有効なのであろ| るかに見えたが、 3 - 4 0 mばかりを飛んでついに稲田
う。 Iの中に消えてしまった. このように人家近くで目撃し
〔附記 ) た筆者の例は加古川小学校の宿直室に迷いこんできた
1. Papilio macilentus JANSON オナガアグハ | のと前後 2 固にしかすぎない。
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lV L I B Y T H E I D A E  テンゲチョウ科 | た蝶の妥が見られる。それを追って採るのだが、とび
1. Libythea celtls celtoides FRUHSTORFER 立っても決して遠くへは移動しないので見つけさえす

テシグチヨク I; ればまず自分のものである。追いかける足もとにも新
V  S A T Y R I D A E  ジヤノメチョウ科 | しい個体がとび立つ始末に、いつでも 2 本の嗣は用意

1. Y  pthima argus BUTLER ヒメウラナミジヤノメ| した。山火事やマックイムνに木立を失った山膚に雑
2. Ypthima motschulskyi BREMER et GREY 草が生え、草地が耕されて麦畑になる。筆者が大切に

クラナミジヤノメ| していた川沿いの荒野はすでに川底に取り込まれ、土
3. Minois dryas bipunctatus MOTSC町田町 1:地のようすは次々と変っていったが綱は昔と変わらな

ジヤノメチヨク l い。
4. Mycalesis gotama fulginia FRUHSτ'ORFER I  7. Kirrodesa sicelis HEWIT回 N ヒカグチヨク

ヒメジヤノメ 8. Neope goschkevitschii M E N計副部
5. M y c祖国is francisca perdiccas HEWITSON キマダラヒカグ

コジヤノメ " V I N Y M P H A L I D A E  タテハチョウ科
6. Coenonympha 田 dippus annuliter BUTLER I  1. H 田 tina japoniα 町四回 et FELDER 

ヒメヒカグ ゴマダラチョウ
ヒカグ類中最も鮮かな色彩をもったこの蝶がしめす| 以前は河岸や有閑地にニレやムクが多く、蝶はよく

裏面の斑絞の変異はかなり筆者の注意をひきつけた。 iその辺りを舞っていた。ところが河川工事によってそ
そのためずい分と沢山な個体が命を奪われている。い 1:れらが取り除かれてからは蝶の萎も見られない。 1923
ずれ詳細は発表するはずだが、中には写真〈第 3 図) I年のこと、ヤナギの樹幹にカマキリが輔えているのが
に見るような変り物がある。それは裏面の眼状絞に黒| ほしくなり、追い払って食べ残しを持って帰ったのが

fig. 3. 
Coenonympha oedippus annulifer Butler 

ヒメヒカグ
上は異常型1931年 6月23日採集
下は正常型をしめす

環がなく、すべてが地色と同じ金銅色となった雄であ
る。このあたりの山地ならどこにでもいる。草原がよ
いが、ナノレトリイパラやヒムロなどの下草が生えた木
立のところにも見られる。筆者が初めて得たのは加古
川沿いの草原で、そこには雑木があり、スス千やハギ
が雑然と生えていた。その聞をあちこちと踏み廻ると
今まで潜んでいた蝶がとび出してくる。またこの辺に
は濯木と雑草だけの丘地があり、朝露のようやく落ち
た噴合に上ればあちらこちらの叢かげに活動をはじめ

ζ の蝶の最初のものだった.
2. Limenitis camilla japonica M おETRIES

イチモシジテヨウ
本種も川原のプツνュや薮蔭にゴミスジとーしょに
よく見かけた。市内で捕れた標本カ浮許に豊富でない
ためにそれらの中からアサマイモシジを択び出すこと
は出来ないが、アサマもかならずいるにちがいない。
本年隣同志の加古川市上荘町に採集されたことはこの
事実を示費するものと思う。
3. Naptis aceris intermedia W .  B. PRYER 

ゴミスジ
4. Vanessa indica HERBST アカタテハ
5. Vanessa 臼 rdui LINNE ヒメアカタテハ
河合小学校の校庭や粟田橋付近の加古川堤でよく見

受けたものであるが、最近では見当らない。
6. Polygonia c-aureum LINNE キタテハ
7. Nymphalis xanthomelas japonica STICHEL 

ヒオド i/チヨク
8. Kaniska canace n o・japonicum SIEBOLD 

jレリタテハ
9. Apatura ilia substituta BUTLER コムラナキ
かつて加古川が河合地区の栗生部落を流れる辺には
ヤナギの並木があり、筆者の宅の近くにもヤナギの老
樹があって、蝶はいつでもその辺をとんでいた。趨を
開閉しながら樹幹を上下し、葉末に趨を展げて光を浴
びている菱を何度見たかしれない。
10. Fabriciana adippe pallescens BUTLER 
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クラギシヒヨクモシ| 市にも確実な標本が採集されるものと大きな期待を寄
11. Fabriciana nerippe FELDER et FELDER せている。

オオクラギシとョクモシ I2) Neptis pryeri BUTLER ホジミスジ
12. Fabriciana laodice japonI<回 M 重吋.TRIES 本種の分布は極めて局増強句で、筆者は毎年これを印

クラギシスジヒヨクモシ| 南郡域山に採集している。小野市よりの直諌距離およ
以上三種のヒヨヲモシはどこにも得られる普通種だ| そ1 k m 、付近の特殊種として報じておきたい。なお本
が、採集に寝込みをおそって川原の草原や荒地を走り| 年登頂観察の結果は樹相の変ったためか往時の約二分
廻るのも面白い。もっとも夕方日の沈まない噴のこと| の一程度の発生であった。
だから本当の寝込みとはいえなかろうが、とにかく- I  3) Limenitis glorifica FRUHSTORFER 
日の活動を終えて草葉の蔭にとまっている蝶である。 I アナマイモモシジ
追いたてられても昼間の活穫さに似もつかず、長くは| 既に述べた通り、将来当市内にも採集されるととと
飛ばないで近くの叢にとび下りる。たとえ飛んだとし| 思う。
ても見通しのきく所だから大した問題ではない. また
蝶はヲヅボグサやアずしトラノオなどの花にくるの
で、そうした花のある場所をたずね歩いたとともあ
る。
13. Fabriciana r田 rana lysippe JAN田 N

オオヲラギシスジヒヨクモシ
本種は今、まで当市内に居ないものと a思っていたが、

筆者の標本中から 1 疋の雄が出てきた、やはり稀には
いるらしい。
14. Fab1"iciana paphia geisha lIEMMlNG  

ミドリヒヨクモシ
本種も極めて珍らしい種類でただ一度来住地区の筋

i時で捕えたことがある。
15. D am o r a  sagana liane FRUHSTORFER 

メスグロヒヨクモこ/
16. Argynnis anadyomene midas BUTLER 

クモガタヒョウモγ
17. Argyreus hyperbius LINNE ツマグロヒョウモジ
小野小学校の学園にさくゴスモスに来ていた雌を見
たことがあり、すζ し離れた垂井町に写生に出ていた
児童が捕えて来た雄を見たこともある。また市場小学
校には戦前同地区内で採集されたらし1ρ標本があっ
た。秋の噴ときたま現われるものと考える。
〔附記〕
1. Dichorragia nesimachus nesiot国

FRUHSTORFER スミナガジ
かつて小野小学校の児童が採集していた本種を見た
ことがある。少し古びれた立派な展麹標本なのでくそ

百 L Y C A E N I D A E  シジミチヨウ科
1. Japonica lutea HEWIT回 N アカジジミ
2. Japonica saepestriata HEWI叩 ON

ヲラナミアカジジミ
3. Antiguis attilia B R皿 ER ミヅイロオナガジジミ
4. Favonius orientalis M U R R A Y オオミドリ主ノジミ
クヌギの雑木林に恵まれないこの地方では本種も少
く、最近はとくに誠少したのではないかと思うふしも
ある。
5. Neozephyrus taxila japonica M U R R A Y  

ミドリジジミ
本種には群生する佐賀があり、その発生箇所を見つ

けるといくつでも採集できる。夕方ハシノキ近くに陣
どると、さかんに活躍する。そして 2匹の維が、とき
には 3 、4 匹もがたがいにからみあって垂直に舞うの
で、一挙に掬って気をよくしたととも稀でない。
6. Artopoetes pr.yeri M U R R A Y クラゴマダラジジミ
ノレリνジミに似て大きく美しいとの蝶を自宅近くの
クヌギの葉末に得たときはとてもうれしく思った。
1931年 6月7 日のことである。メ務のノレリνジしこ
れこそオオノレリνジミと呼ばれるものに違いはないと
大よろこびで家に帰って図鑑に照合して失望したこと
や、つぎつぎにあらわれて濯木く種名失念〉のあたり
をとてもすばやく乱舞した裏面の銀白色のきらめきが
今もなお眼に見える思いがする。
7. Ahlbergia ferrea BUTLER コヅノミメ
8. Rapala arata BUTLER トラフtノジミ
一度だけ東条地区の万勝寺に得たきりで当市として

の児童はとても熱心で器用な兇であった〉、 その出所| は珍しい仲間である。
についてはある種の疑問を抱いていた。その後来住地 I9. Arhopala japonica M U R R A Y  ムラサキジジミ
区の路上でも本種らしいものを目撃したが、ノレリタテ I10. Spindasis takanonis M A 1間前R A
ハとの誤認もあるので一応はその存在を疑問視してい| キマダラノレリヅパメ
る。ところが梓とうとう加訓市の白沢部落で加古| 即時野市で得られたとの蝶はその後高雄太郎
川東高検生の数悶省一郎君が採集した。そこは小野市| 氏が久崎に採集していたことが井口宗平氏の記録に見
との境界鶴より 2∞m と距たぬところとて、今後小野| られる。しかし詳細はわからない。筆者もしばしばか
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の地について調査をし、また京都市の瑳嶋野にもでか
けたが、いまだ自ら採集したことがない。ところが、
最近その珍種が小野市内、しかも自らの持ち山で発見
したのであるから、世の中はまさにと灯台は下陪しミ
の感がする。〈第4 、 5 図〉
1955年 6 月19日、曇りがちな空模様に久崎行きの予

定を中止し、近くの山を巡ることにした。オオミドリ
志ノジミを探しながら山路を登っていくと、とあるクヌ
ギの葉上にとまった蝶がある。トラフνジミと思って
掬うと意外にも本種であった。他にもあたりの小松の
闘をとんでいるものがある。飛朔はとても敏捷である
が時々松の葉やクヌギにとまるのでついに 5 匹を得
た。翌日写真に収めるため再び訪れると、前日と同じ
クヌギの同じ葉末に一匹が休んでいる。( 第6 図〉俗
に E柳の下のドジョウミとかいうがこの場合にはそれ

fig. 6. 
クヌキの葉上にとまったキマダラ

ノレリヅノミメ
小野市にて1955年 6 月20日撮影

がうまくあてはまらないらしい。早速岡田幸雄君にこ| 角を精査するよう依頼しておいた。ところが数日たつ
の旨を連絡し、同君が前年認めたという青野が原のー| て同君も採集に成功し、その標本を送るとの快報を受

fig. 4. 
小野市におけるキマダラノレリツバメの発生地

fig. 5. 
Spindasis takanonis Mats. 

キマダラノレリツバメ
上裏面、下表面、共に小野市産
1955年6 月19日採集

け、ここに市内に 2ケ所も発生地の確認されたことを
非常にうれしく思った。その後も青野には採集されて
おり、既に10匹以上が得られているはずである。今・後
はさらにその分布が拡大するものと思う。
11. Taraka h a m a d a  DRUCE ゴイν乙ノジミ
すでに記したように戦前には川岸に竹薮が多く、そ
の聞の小径をたどるとよくこの蝶が見られたものであ
る。
12. Lycaena phlaeuis daimio SEITZ ベニv ジミ
13. Niphanda fusca shljma FRUHSTORFER 

クロ乙/ジミ
群生する性質のこの蝶はコナラの茂みに多く' 余り

移動せぬので採集は容易である。
14. Curetis acuta paracuta D E  NICEVILLE 

ワラギン乙ノジミ
プジやクズの茂るあたりに見かけるが、その数は多
くない。
15. Zizeeria m a h a  argia MENETRI:f:S ヤマト乙/ ジミ
いたる所普通に見られ、カタバミの附近に少くな

し、。
16. Zizina otis alope D E  L'ORZA v ノレビヤνジミ
ジノレピヤV ジミの話題がようやく誌上を賑わし初め

たころ、事離に移られた新貝八州男氏からこの蝶が来
住地区にもいるから十分調査するようにとの連絡があ
った。それは氏がまだ鹿沼島市内に教鞭をとっていら
れた1田3 - 4年の噴筆者の送った標本中に本種が混っ
ていたというのである。そこで早速筆者も自分の標本

年 7 月 5 日来住ミのラベノレをもった一匹があらわれ
た。しかし、採集して余程の年月もくれるし、大して

- 253 ー



注意を払った蝶でもないのでそれが来住地区のどの辺
であったか全然記喧がない。そのうちにわかるだろう
とそのままにしていたところ1954年 6月15日市場地区
の加古川提より、また1947年にはずっと上手にあたる
小野葉多地区の堤功〈現在神有電鉄の鉄橋のある辺〉
より少々の個体が見つかった。さて、本年にはほとん
ど川口に近い加古川市友沢に中谷貴寿君が採集してお
り、結局、局地的ではあるがこのJIIの流域には広く分
布することが想像される。しかしミヤコグナが幼虫の
食草である以上川岸に限ったことはあるまいと留意し
ていたら、 1954年鴨油近い稲田の畦道から、また加吉
川線の軌道わきの叢からも採集することが出来た。
17. C elastrina argiolus ladonid巴S D E  L'ORZA 

ノレリνジミ
18. Everes argiades seitzi W N U K O W S K Y  

ツバメiノジミ
19. Tongeia fischeri EVERSMANN クロツバメジジミ
本種の採集は筆者にとって最近のトクダネの一つで
ある。 1919年長野県上回で発見されて以来長野県をは
じめあちこちで採集されてはいるが長く近畿からは知

fig. 7. 
Tongeia fischeri Evers. 
クロツバメ乙/ ジミ

小野市産1957年 5月 3 日採集

(268ページより〕
板宿、谷上、西は小野市前近迄、垂水区太山寺、須
磨寺、丹生山、苦楽圏、新甲陽、宝塚、生瀬、名塩
等。
E. amaliae 竿己記〉 クチペニマイマイ
本州中部以西から近畿一帯をへて中国地方東部迄に
分布している。押部谷、谷上、有馬、宝塚、生瀬、
再度山、多聞寺。
E. congenita (Smith) ハリママイマイ
播磨から海岸ぞいに分布しその東限は西宮市霞町。

られずに終った。もっとも岡山票下に多産地がある由
であるからいつかは見つかるだろうと心がけている
と、 1955年松井俊公民によって宍粟郡山崎町〈氏の忠
信によれば町内及最上山麓〉から採集された。それに
示唆されて筆者の脳裡に浮んだのは、古く祖父が採集
して来ていたツメレシグ〈イワレンゲといっていた〉
である。そして本年 4 月29日本市内に発生することを
確認し、次で 5 月 3 日採集にも成功した。その後も数
回出かけたが下草がしだいに生い茂り、岩山に近づく
ことさえ至難となってきたので詳細な調査は行ってい
ない。〈第7 図〉
本種の発生は毎年 3回といわれているが、筆者く4 -

5月〉と松井氏の例( 9月〉よりして本県でもやはり 3 生
代を繰返すことであろう。
20. Lampides boeticus LINNE ウラナ乙ノジミ
1931年はじめて手にし、その優しく美しい妥に感心
したことがある。裏面の細かい波状模様がよほど気に
入ったものらしい。成虫のほしさにわざわざこの蝶の
ためにカキマメを栽培したことがある。

唖 H E S P E R I D A E セセリチョウ科
1. Erynnis montanus BREMER ミヤマセセリ
2. Isoteinon lamprospilus FELDER et FELDER 

ホソノミセセリ
3. Potant flavum M U R R A Y  キマダラセセリ
4  Thoressa varia M U R R A Y  コチヤパネセセリ
5. Polytremis pellucida M U R R A Y  

オオチヤパネセセリ
6. Polopides mathias EVANS チヤパネセセリ
7. Parnara guttata BREMER et G R E Y  

イチモシジセセリ

以上
-1957. 7. 25記一

六甲口、太山寺、布引滝、再度山、山田町谷上等に
棲息している。

Superfamily Streptaxacea ネジレガイ超科
Family Streptaxidae ネジレガイ科
Genus Gulella pfeiffer 18日夕ワラガイ寓

Gulella (Sinoennea) I¥vakawa (Pilsbry) タワラガイ
太山寺、神戸市平野、 IJ、却、丹生山、谷上、阪急六
甲八幡神社、生瀬。
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